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予算案
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1
0
月
1
日
か
ら

赤
い
羽
根

共
同
募
金

住
宅
統
計
調
査

十
月
一
日
は
、
「
住
宅
統
計
調
査
の

日
」
で
す
。

こ
の
調
査
は
、
国
や
都
道
府
県
、
各

都
市
が
進
め
る
住
宅
建
設
計
画
や
都
市

計
画
、
環
境
整
備
計
画
な
ど
の
大
切
な

資
料
と
な
り
ま
す
。

七
、
二
Ｉ
四
万
円
、
二
階
の
保
健

セ
ン
タ
ー
建
設
費
に
八
、
九
七
九

ｒ
ａ
：
’
三
階
の
医
療
会
館
建
設
費

に
四
、
六
五
三
万
円
に
分
け
て
計

上
。
こ
の
結
果
、
同
セ
ン
タ
ー
関

係
で
の
追
加
は
六
、
八
二
三
万
円

で
、
総
建
設
経
費
は
二
億
八
四
六

対
象
と
な
っ
た
ご
家
庭
の
み
な
さ
ん

に
は
ご
め
ん
ど
う
で
す
か
、
配
り
ま
し

た
調
査
票
を
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
間

に
調
査
員
が
回
収
に
参
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
ま
で
に
記
入
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
企
画
課
）

ご
協
力
く
だ
さ
い

万
円
と
な
り
ま
す
。

▽
回
収
古
紙
置
場
設
置
工
事
費
等
、

塵
芥
処
理
関
係
の
経
費
と
し
て
四

五
七
召
‥
。

▽
漠
覆
旧
受
託
工
事
費
、
排
水
路

改
良
工
事
賢
、
交
通
安
全
施
設
整

備
工
富
費
等
の
追
加
経
費
と
し
て

社
会
科
学
系
の
4
項
目

将
来
予
測
の
要
領
決
ま
る

京
滋
バ
イ
パ
ス
環
境
影
響
評
価
を

す
る
た
め
の
現
況
調
査
が
予
定
ル
ー

ト
を
中
心
に
市
内
の
あ
ら
こ
ち
で
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
、
大

ｍ
ｓ
の
項
目
の
一
部
な
ど
を
残
す

だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
調
査
納
果
に
Ｍ
づ
く
将

来
予
測
を
ど
の
よ
う
に
す
す
め
て
い

く
か
に
つ
い
て
、
こ
の
は
ど
第
二
十

一
回
京
雌
ハ
イ
パ
ｙ
環
境
対
策
協
議

市
街
化
区
域
内
悛
艮
農
地
農
業
奨
励

金
交
付
規
則
」
を
設
け
て
対
処
し
て

き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
政
府
は
、
来
年
度
か

ら
Ａ
・
Ｂ
ａ
地
の
減
額
措
置
を
は
ず

す
と
と
も
に
、
さ
ら
に
ｃ
ａ
地
ま
で

課
税
の
対
象
を
拡
大
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
実
施
さ
れ
る
と

市
内
で
は
ｉ
Ｓ
・
Ｍ
二
七
七
万
円
も
課
税

さ
れ
る
ａ
家
が
で
る
な
ど
、
多
く
の

ｎ
家
で
経
営
が
な
り
た
た
な
く
な
り

て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
宇
治
市
ｎ
協
や
談
笑

委
員
会
、
各
種
生
産
組
合
な
ど
で
構

会
（
会
長
‐
庄
司
光
京
大
名
誉
教
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

授
）
が
開
会
。
す
で
に
決
っ
て
い
る

自
然
科
学
系
の
大
気
汚
染
な
ど
五
項

目
以
外
の
社
会
科
学
系
4
中
心
と
し

た
四
項
目
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
考

え
方
が
将
来
予
測
実
施
要
領
と
し
て

決
め
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
後
、
文
化
財
や
農
林

業
に
対
す
る
影
響
、
工
事
中
の
影
響

な
ど
残
り
の
項
目
に
つ
い
て
も
検
討

成
す
る
宅
地
並
み
課
税
対
策
協
議
会

で
は
、
課
税
の
拡
大
強
化
が
農
業
生

産
基
盤
を
破
壊
し
、
住
民
に
対
し
て

新
鮮
な
野
菜
や
茶
の
供
給
も
で
き
な

く
な
る
と
こ
れ
ま
で
署
名
運
動
や
街

頭
宣
伝
な
ど
を
展
開
。
さ
ら
に
、
強

力
に
反
対
運
動
を
ｓ
一
り
あ
げ
よ
う
と

決
ｍ
会
が
ｖ
ｓ
か
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
集
会
に
、
来
賓
と
し
て
あ
い

さ
つ
に
立
っ
た
島
田
市
長
は
「
七
百

年
、
八
百
年
と
続
け
ら
れ
て
き
た
宇

治
茶
の
生
産
、
さ
Ｌ
つ
に
、
野
菜
な
ど

多
く
の
ｎ
産
物
は
、
ｎ
家
の
み
な
・
Ｉ
’
Ｊ

ん
の
た
ゆ
み
な
い
努
力
に
よ
っ
て
引

京滋バイパス

【
将
来
予
測
実
施
要
領
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

六
、
六
二
四
万
円
。

▽
児
童
遊
園
整
備
費
と
し
て
二
〇
〇

万
円
。

▽
私
立
幼
稚
園
就
園
助
成
賢
補
助
金

一
、
七
二
九
万
堂
血
加
し
て
い

ま
す
。

生
じ
る
影
響
を
予
測
す
る
。

土
地
利
用
お
よ
び

産
業
に
対
す
る
影
響

京
戮式

ス
に
よ
っ
て
、
笠
取
、
志
津
川
、
五

ケ
庄
、
菟
這
、
槙
島
の
五
地
域
の
土

地
利
用
お
よ
ぴ
産
業
に
つ
い
て
、
新

た
に
生
じ
る
影
！
原
由
す
る
。

と
く
に
、
笠
取
地
双
に
つ
い
て
は

土
地
利
用
を
、
槙
島
地
域
に
つ
い
て

は
工
業
と
農
業
を
中
心
と
し
て
、
地

域
単
位
に
京
滋
バ
イ
パ
ス
が
与
え
る

影
響
を
ま
と
め
る
。

日
照
阻
害

冬
至
に
お
け
る

道
路
か
ら
の
日
陰

の
長
さ
を
理
論
計
算
で
求
め
、
平
面

図
に
日
陰
線
を
作
成
し
、
京
滋
バ
イ

パ
ス
に
よ
る
家
屋
に
対
す
る
日
照
阻

害
の
程
度
を
予
測
す
る
。

地
下
水
お
よ
び
排
水

（イ）
雫

水
・
・
・
現
況
調
査
の
結
果
を
整
理
解
析

し
て
範
囲
を
決
定
す
る
。

京
滋
バ
イ
バ
Ｊ
の
ト
ン
ネ
ル
区
間

に
つ
い
て
は
、
ト
ン
ネ
ル
湧
水
に
よ

る
地
下
水
位
の
低
下
範
囲
と
そ
の
程

度
を
推
定
す
る
。

切
土
・
半
地
下
構
造
区
間
に
つ
い

て
は
、
地
下
水
位
の
影
響
範
囲
と
そ

の
程
度
を
推
定
す
る
。

高
架
区
間
に
つ
い
て
は
、
工
事
中

に
お
け
る
地
下
水
位
の
影
響
と
そ
の

ね
度
を
推
定
す
る
。

㈲
地
表
水
・
・
・
ト
ン
ネ
ル
区
間
で
は

道
路
が
通
過
す
る
地
域
に
あ
る
沢
を

対
ま
範
囲
と
し
て
、
ト
ン
ネ
ル
湧
水

に
よ
る
沢
水
の
流
量
変
化
ぷ
考
察
す

る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
区
間
で
は
志

津
川
、
岡
本
川
、
新
田
川
を
対
ま
範

囲
と
し
て
、
志
津
川
に
つ
い
て
は
出

水
時
の
流
出
状
況
の
変
化
に
と
も
な

う
流
量
変
化
を
、
岡
本
川
や
新
田
川

に
つ
い
て
は
道
路
排
水
に
よ
る
流
量

変
化
を
考
察
す
る
。

ｉ

三の間

美
し
い
琴
の
音

が
会
場
い
っ
ぱ
い

に
響
き
、
暑
か
っ

た
夏
も
過
ぎ
、
潮

く
秋
の
気
が
満
ち

て
き
た
敬
老
の
日

い
や
敬
老
の
月
で

あ
る
。
宇
治
市
の
九
月
は
ま
さ
に
敬

老
の
月
で
あ
っ
た
▼
九
月
十
日
か
ら

始
ま
っ
て
十
月
一
日
ま
で
の
間
、
老

人
ホ
ー
ム
明
星
園
を
含
め
て
市
内
六

会
場
で
盛
大
な
敬
老
会
が
催
さ
れ
た

▼
琴
の
音
は
高
く
低
く
会
場
を
流
れ

る
。
人
々
は
じ
っ
と
聞
き
入
る
。
奏

で
る
人
は
三
人
。
そ
の
中
に
四
歳
の

幼
児
が
い
た
。
懸
命
に
琴
に
む
か
う

幼
い
子
の
姿
は
神
々
し
い
ま
で
に
美

し
か
っ
た
。
こ
の
幼
い
子
は
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
た
め
に

小
さ
い
指
で
力
い
っ
ぱ
い
琴
を
奏
で

た
。
あ
る
会
場
で
は
、
舞
踊
を
演
じ

た
小
学
生
の
女
の
子
が
舞
台
せ
ま
し

と
舞
っ
た
。
美
し
か
っ
た
。
八
十
蔵

の
お
ば
あ
さ
ん
が
な
つ
か
し
の
メ
ロ

デ
″
Ｉ
を
唄
っ
た
。
草
花
を
摘
ん
だ

幼
い
日
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
宇
治

川
で
魚
を
と
っ
た
若
き
日
の
こ
と
が

昨
日
の
よ
う
に
思
い
起
こ
さ
れ
た
。

苦
し
い
戦
争
中
の
こ
と
も
胸
を
よ
ぎ

っ
た
▼
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
多
く
の

ご
老
人
達
が
心
か
ら
こ
の
一
日
を
楽

し
ん
だ
。
お
せ
わ
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
児
童
委

員
、
婦
人
会
、
町
内
会
の
多
く
の
役

員
の
方
々
、
出
演
く
だ
さ
っ
た
み
な

さ
ん
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
あ
げ
た

い
。
宇
治
市
に
は
今
、
七
十
歳
以
上

の
方
が
五
千
人
余
り
住
ん
で
お
ら
れ

る
。
こ
の
人
達
は
す
べ
て
明
治
、
大

正
、
昭
和
の
三
代
を
雄
々
し
く
生
き

抜
い
て
こ
ら
れ
た
人
達
で
あ
る
。
今

日
、
私
達
の
あ
る
の
も
、
宇
治
市
が

こ
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た
の
も
こ

の
人
達
の
ご
苦
労
に
よ
る
も
の
で
あ

る
▼
私
達
は
敬
老
の
月
（
九
月
）
だ

け
で
な
く
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
宇

治
市
民
を
あ
げ
て
お
年
寄
り
を
大
切

に
す
る
宇
治
の
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
る
。

宇
治
市
長
＾
9
＊
ｉ
。
ｖ
ｉ
’

お積立の一例（1年目掛金アップ額は千円単位でご自由です。）

1年目 2年目 3年目 満期お受取額

5，000円’10，000円 15，000円 371，715円

10，000円 15，000円 20，000円 559，190円

20，000円 30，000円 40，000円 1，118，380円

ワンツースリー〈南京信〉1・2・3積金は収入の増加に

合せて積立金がアップできる合理的な

ニュータイプの預金です。

マイホーム・旅行・結婚・入学など、目標に

●あなたの夢を3年で実現しますＯ

＜南京信〉

〈南京信〉では、毎月積金デーを決め、当日ご入金いただいた

お客さまにステキなプレゼントを用意しております。

なお、積金デーは支店によって異なりますので、最寄りの支店

でお確かめください。

皿｜Ｘ＾向って今からお始めください。1Ｓ3

積金、

・南京都信用金庫

651

休
日
急
患
セ
ン
タ
ー
な
ど

建
設
事
業
費
中
心
に
編
成

宇
治
市
議
会
九
月
定
例
会
が
九
月

二
十
日
か
ら
十
月
七
日
ま
で
の
十
八

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
九
月
定
例
会
に
は
、
一
股
会

計
補
正
于
9
（
第
四
号
）
を
は
じ
め

国
際
ソ
ロ
プ
乖
ヽ
ス
ト
宇
治
交
通
遺

児
奨
学
基
金
条
例
な
ど
十
三
議
案
が

提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
十
三
年
度
は
自
主
再
建
計
画
Ｑ

初
年
度
で
あ
り
、
予
算
に
つ
い
て
は

こ
の
計
画
に
基
づ
き
編
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
は

市
民
の
健
康
を
守
る
保
健
セ
ン
タ
ー

等
の
建
設
事
業
Ｑ
の
追
加
が
主
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

決
起
集
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
島
田
市
長

楠
正
総
額
は
一
唯
六
、
四
二
六
万

八
千
円
で
、
一
股
会
計
の
歳
入
歳
出

予
算
総
額
は
一
五
三
唯
一
、
三
五
四

万
四
千
円
と
な
り
ま
す
。
補
正
予
算

案
で
計
上
し
た
主
な
事
業
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▽
「
国
際
ソ
ロ
ブ
チ
ミ
ス
ト
宇
治
」

（
会
長
松
林
美
戸
子
さ
ん
）
か
ら

交
通
遺
児
奨
学
資
金
の
寄
付
を
う

け
た
の
に
と
も
な
い
、
新
た
な
奨

学
資
金
制
度
を
実
施
す
る
た
め
の

経
9
と
し
て
五
一
万
円
。

▽
京
滋
バ
イ
パ
ス
に
か
か
る
環
境
対

策
費
と
し
て
四
一
五
万
円
。

▽
木
幡
保
育
所
園
庭
整
備
に
か
か
る

経
費
と
し
て
七
二
万
円
。

▽
当
初
予
算
で
は
、
休
日
急
患
セ
ン

タ
ー
廸
設
Ｓ
ｉ
と
し
て
一
麿
四
、
〇

二
三
万
円
計
上
し
て
い
ま
し
た
が

「
農
地
の
宅
地
並
み
課
税
」
反
対
運
動

5
0
0
人
が
決
起
集
会

市
長
・
議
長

ら
参
加
し

て
、
笠
取
、
志
津
川
、
五
ヶ
庄
、
菟

道
、
槙
島
地
域
の
自
冶
会
を
中
心
と

し
た
地
域
住
民
の
姫
路
境
、
通
学

路
や
牛
居
道
路
の
利
用
、
公
共
利
便

設
備
の
利
用
等
に
つ
い
て
、
新
た
に

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
・
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
｛
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

継
が
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
農
家
に
対

し
て
、
農
業
を
続
け
る
な
ら
宅
地
並

み
に
税
金
を
納
め
よ
と
い
う
政
府
は

あ
ま
り
に
も
矛
盾
し
て
い
ま
す
。
こ

の
宅
地
並
み
課
税
の
拡
大
強
化
に
対

し
、
私
は
み
な
さ
ん
と
と
も
に
反
対

運
動
に
参
加
し
て
い
く
決
意
で
い
ま

す
」
と
参
加
者
淀
｛
一
励
。

と
く
に
、
宇
治
市
は
、
伝
統
を
は

こ
る
茶
農
家
だ
け
で
な
く
、
フ
キ
な

ど
の
特
殊
園
芸
作
物
も
栽
培
さ
れ
る

な
ど
、
押
し
寄
せ
る
都
市
化
の
波
の

な
か
で
営
農
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
市
で
は
、
ｇ
い
生
産
基

盤
の
農
業
を
■
Ｍ
た
め
、
宅
地
並
み

課
税
の
拡
大
強
化
に
対
し
、
今
後
も

ｎ
家
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
反
対
運

動
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
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水
道

シ
リ
ー
ズ

民事問題が33％
52年度「市民の声」から

複雑化する相談内容

市
民
の
み
な
さ
ん
の
市

政
に
対
す
る
妥
逗
や
意
見
を
お
聞
き

し
た
り
、
ま
た
、
法
律
に
か
か
わ
る

こ
と
や
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
な
ど

の
相
談
の
場
と
し
て
市
民
相
談
室
を

設
け
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
、
昭

和
五
十
二
年
度
に
市
民
相
談
室
へ
寄

せ
ら
れ
た
「
市
民
の
声
」
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

総
数
は
Ｉ
、
〇
二
五
件
で
四
十
八

年
度
か
ら
五
年
間
連
続
し
て
Ｉ
、
〇

〇
〇
件
以
上
の
市
民
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
市
民
の
声
ｍ
類
別
に

三
百
九
十
万
円
が
起
債
。
（
借
金
）
に

よ
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
今

後
、
こ
の
起
債
の
支
払
い
利
息
と
減

価
償
却
費
が
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
宇
治
市
の

水
道
企
菜
会
計
の
財
務
内
容
が
五
十

三
年
度
か
ら
急
速
に
悪
化
し
、
五
十

と
、
府
営
水
道
か
ら
の
受
水
費
に
か

わ
っ
て
自
己
水
源
の
開
発
に
よ
る
経

費
の
増
加
が
、
起
債
の
支
払
利
息
と

減
価
償
却
賢
の
増
加
と
重
な
り
、
い

っ
そ
う
赤
字
幅
が
広
が
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
か
か
わ
ら
ず
五
十

八
年
度
か
ら
は
、
さ
ら
に
新
し
い
自

己
水
源
の
開
発
が
必
要
と
な
っ
て
き

新
旧
住
民
の

負
担
を
考
慮

苦
し
く
な
る
水
道
財
政

起
債
の
償
還
も
赤
字
原
因
に

四
年
度
で
は
、
一
時
借
入
金
な
ど
の

流
動
負
債
が
急
増
し
ま
す
。
そ
し
て

赤
字
幅
も
増
大
し
、
五
十
三
年
か
ら

五
十
五
年
ま
で
の
累
積
赤
字
が
七
億

二
千
万
円
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。さ

ら
に
、
五
十
六
年
度
以
降
の
水

道
企
業
会
計
を
長
期
展
望
し
て
み
る

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
現

行
の
水
道
料
金
と
加
入
金
を
そ
の
ま

ま
据
ほ
く
な
ら
ば
、
収
益
的
収
支
で

五
十
六
年
度
か
ら
六
十
二
年
度
ま
で

に
四
十
億
七
千
万
円
の
欠
損
が
生
じ

さ
ら
に
、
資
本
的
収
支
で
三
十
五
億

二
千
万
円
の
資
金
不
足
を
見
込
ま
な

水
直
懇
で
は
、
ま
ず
当
面
の
対
策

と
し
て
、
府
営
水
道
の
受
水
単
価
が

ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
、
料
金
改
定
を

行
わ
ざ
る
を
得
な
い
盗
罠
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
五
十
三
年
屁
か
ら
五
十

五
年
度
ま
で
の
損
益
原
価
と
現
行
料

金
収
入
を
対
比
す
る
と
、
収
支
の
バ

ラ
＼
ｍ
ｖ
＞
Ｑ
Ｕ
め
に
は
五
十
三
年

度
中
に
約
二
十
五
％
の
料
金
引
上
げ

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
・
。

し
か
し
、
水
道
施
設
の
拡
充
・
整

備
に
よ
る
支
払
利
尽
＼
Ｊ
ｉ
宿
償
却
費

な
ど
の
負
担
増
加
は
、
新
し
い
住
民

が
主
な
原
因
と
な
っ
て
お
り
、
水
逍

加
入
金
の
引
上
げ
に
よ
っ
て
水
道
料

金
の
引
上
げ
率
を
お
さ
え
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
五
十
六
年
か
ら
六
十
二
年

度
ま
で
の
投
資
的
部
分
が
非
常
に
大

き
く
な
る
時
期
で
は
、
新
起
債
分
を

新
し
い
住
民
の
水
道
加
入
金
で
負
担

す
る
と
試
算
し
て
も
、
現
行
水
温
料

金
を
約
三
十
八
％
引
き
上
げ
る
対
策

を
と
る
必
妥
が
あ
り
ま
す
。

・
し
た
が
っ
て
、
今
後
、
府
営
水
道

の
受
水
単
価
ア
ッ
プ
や
水
源
確
保
、

新
旧
住
民
の
負
担
割
合
な
ど
を
考
慮

し
な
が
ら
新
し
い
財
政
計
画
と
料
金

体
系
を
早
急
に
確
立
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
（
つ
づ
く
）
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“
－
・

み
る
と
、
「
相
談
ご
と
」
が
四
三
九

件
で
全
体
の
四
二
・
八
％
と
多
く
、

つ
い
で
市
や
国
・
府
な
ど
へ
の
「
要

望
」
、
『
問
い
合
せ
』
、
「
苦
情
」

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
内
容
別
に
み
る
と
、
日
常

生
活
で
の
悩
み
や
困
り
ご
と
な
ど
の

民
事
問
題
が
全
体
の
三
三
・
三
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
隣
り
近
所
で
の
騒
音

や
境
界
・
建
設
工
事
に
と
も
な
う
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
で
す
。
な
か
で
も
現
行

の
法
律
で
は
規
制
さ
れ
て
い
な
い
深

夜
の
ス
ナ
＾
＾
＾
＆
カ
ラ
オ
ケ
騒
音
な

ど
に
対
す
る
規
制
を
求
め
る
要
望
も

増
え
て
い
ま
す
。

つ
づ
い
て
、
不
況
を
反
映
し
て
か

金
銭
賃
借
関
係
の
相
談
が
昨
年
度
よ

り
も
増
え
て
い
ま
す
。
サ
。
・
フ
ジ
ー
マ

ン
金
融
に
か
か
わ
る
相
談
も
一
七
件

解
決
困
難
な

相
談
ふ
え
る

消
費
者
動
向
調
査

を
「
満
た
し
た
」
お
よ
び
「
近
ぐ
満

た
せ
る
」
と
思
わ
れ
る
も
の
が
昨
年

度
と
比
べ
て
一
四
・
ニ
％
も
叔
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
相
談
内
容
が
複
雑
に
な
り

解
決
困
難
な
も
の
が
多
く
な
っ
て
い

る
こ
と
と
、
い
っ
そ
う
地
方
財
政
状

況
が
惑
化
し
、
事
業
を
縮
少
し
た
こ

と
の
表
わ
れ
と
い
え
ま
す
。

市
で
は
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
市
民
の
暮
ら
し
と
密
接

に
つ
な
が
る
「
く
ら
し
の
周
辺
整
備

交
通
遺
児
奨
学
金

と
福
祉
施
策
」
は
後
退
さ
せ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
努
力
し
、
今
後
と
も
寄

せ
ら
れ
た
声
を
で
き
る
限
り
市
政
に

反
映
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

市
民
相
談
室
は
、
市
役
所
の
玄
関

を
入
っ
た
右
側
で
す
。
市
に
対
す
る

要
望
や
日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
相
談
室
へ
の
厦
窓
4
話
⑩

四
〇
二
九
番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

高
校
生
・
・
・
三
万
六
千
円

（
交
通
労
政
課
）

育
成
学
級

指
導
員
を
募
集

市
内
在
住
の
女
子
で
、

若
干
名
で
す
。

希
望
さ
れ
る
人
は
、
市
販
の
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
写
真

を
添
え
系
…
一
月
9
日
か
ら
1
4
日
ま
で

に
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
教
育
委
員
会
）

争論の季節

炭山・伏見の柴刈・堺相論

炭
山
側
は
伏
見
庄
民
に
よ
る
乱
入
へ

事
件
を
す
ぐ
さ
ま
幕
府
に
訴
え
、
と

き
の
伏
見
庄
の
領
主
後
斑
酸
は
、

事
件
の
張
本
人
の
引
き
渡
し
を
求
め

ら
れ
た
。
院
は
沙
汰
人
の
浄
喜
・
曽

理
を
召
し
て
問
い
た
だ
し
た
が
、
彼

ら
は
、
「
土
一
揆
の
所
行
の
間
、
碓

を
張
本
と
も
申
し
難
し
」
と
し
て
、

そ
の
申
し
出
を
断
っ
た
。
つ
ま
り
、

農
民
が
一
揆
し
て
集
団
で
行
な
っ
た

事
で
あ
る
か
ら
、
個
人
の
名
を
挙
げ

て
張
本
人
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

以
後
、
柴
刈
・
堺
相
論
に
端
を
発

し
た
伏
見
・
炭
山
両
庄
民
の
争
い
は

そ
れ
ぞ
れ
周
辺
の
領
民
盈
苫
込
ん

で
大
へ
ん
な
さ
わ
ざ
と
な
っ
て
い
っ

た
。
と
き
に
は
、
な
か
な
か
張
本
人

の
引
き
渡
し
に
応
じ
な
い
伏
見
側
に

対
し
、
幕
府
は
侍
所
の
軍
勢
痴
伏
見

に
入
部
さ
せ
る
と
い
う
事
態
を
も
招

い
て
い
る
。
そ
ん
な
と
き
、
伏
見
の

地
下
八
ら
は
、
コ

て
一
戦
を
交
え
る
構
え
で
あ
っ
た
と

い
う
。

結
果
と
し
て
、
こ
の
一
件
は
伏
見

側
の
敗
北
に
終
っ
た
。
し
か
し
、
結

着
の
あ
り
万
は
ど
う
で
あ
れ
、
こ
の

争
い
の
中
に
み
た
農
民
の
広
汎
な
連

合
な
り
共
同
意
諏
の
あ
四
方
は
、
前

代
に
は
考
え
ら
れ
な
い
現
象
で
あ
っ

た
。
時
に
は
幕
府
と
の
対
決
さ
え
拒

ま
な
い
。
そ
こ
に
は
、
支
配
す
る
者

じ
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

□○眺めのよいみど刃の丘に幼児の夢をさそう明るい近代的設備の園児募集■言ｍｍ
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剣道教室三几
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バレエ教室

勤労と創造の教育″

……○願書交付

80名10月1日（日）9時より

120名○入園決定
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○募集人員

1年保育

2年保育

3年保育
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わ
ず
か
半
世
紀
余
の
期
間
で
は
あ

る
が
、
南
北
朝
の
内
乱
期
は
、
た
い

へ
ん
な
変
革
期
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

た
と
え
ば
農
民
の
生
活
や
村
落
の

あ
2
．
万
を
み
て
み
る
と
、
そ
れ
は
、

今
ま
で
の
大
き
な
百
姓
が
没
落
し
、

逆
に
そ
の
下
で
小
作
し
て
い
た
農
民

が
自
立
す
る
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ

た
。
そ
う
し
た
結
果
と
し
て
、
彼
等

は
、
か
つ
て
領
主
や
富
裕
な
農
民
が

握
っ
て
放
さ
な
か
っ
た
生
産
の
用
具

や
共
有
地
の
利
用
権
な
ど
そ
徐
々
に

所
持
す
る
よ
う
に
な
り
、
次
代
の
室

Ｊ
町
期
と
も
な
れ
ば
、
村
越
生
活
の
共
″

同
の
利
益
の
た
め
に
は
連
帯
し
て
事

に
あ
た
る
と
い
う
姿
勢
を
‘
ｙ
み
せ
は

じ
め
る
の
で
あ
る
。

永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
、
柴
刈

の
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
、
炭
山
と
伏
見

と
の
堺
相
論
が
展
開
さ
れ
た
。

こ
の
争
い
の
十
数
年
前
、
伏
見
の

庄
民
は
、
隣
郷
の
木
幡
や
槙
島
と
の

間
に
、
草
刈
や
山
堺
に
関
す
る
相
論

を
起
こ
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

領
主
に
事
の
処
理
を
ゆ
だ
ね
た
た
め

か
、
い
ず
れ
も
が
、
う
や
む
や
の
う

ち
に
終
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
草
刈

に
し
ろ
柴
刈
に
し
ろ
、
庄
民
の
生
業

形
で
収
東
し
て
し
ま
う
の
は
、
何
か

Ａ
Ｋ
・
都
合
で
あ
る
し
、
ま
た
、
人
命

に
か
か
わ
る
と
ん
で
も
な
い
事
件
を

望

間
に
そ
の
解
決
を
求
め
る
の
で
は
な

降
に
生
れ
た
）
く
、
雫
人
の
代
表
が
寄
り
合
ぞ

募
集
人
員
は
ご
の
境
界
を
定
め
、
島
民
ら
の
手
に

゛ ● ● ． が ｓ ． ● ● ’ ｗ ● ● ． ． ｒ へ ． ． ● ●

よ
る
解
決
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。こ

の
年
の
三
月
二
十
日
、
伏
見
庄

の
沙
汰
人
（
村
内
の
指
導
者
）
浄
喜

・
善
理
ら
は
、
話
し
合
い
の
た
め
に

宇
治
市

史
の
窓

り
に
さ
し
か
か
っ
た
と
こ
ろ
、
伏
見

庄
の
農
民
と
出
合
い
、
つ
い
に
争
い

と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
炭
山
側
は

五
人
を
打
た
れ
、
手
負
の
三
人
命
伏

見
側
に
捕
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。

事
件
は
こ
の
ま
ま
で
は
済
ま
さ
れ

な
い
。
炭
山
側
は
、
石
田
・
小
栗
栖

の
協
力
を
得
て
、
今
度
は
伏
見
の
者

二
人
を
捕
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て

四
月
八
日
、
事
は
伏
見
地
下
人
が
同

盃
読
人
の
承
認
を
得
ぬ
ま
ま
、
炭

山
へ
押
し
寄
せ
る
と
い
う
事
態
に
発

展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
｀
急
を
聞

い
た
浄
喜
・
啓
理
な
ど
の
伏
見
の
沙

汰
人
は
、
す
ぐ
さ
ま
炭
山
へ
駆
け
つ

け
て
調
停
に
当
ろ
う
と
し
た
。
し
か

タ
バ
コ
は
宇
治
市
内
で
買

い
ま
し
ょ
う
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明
星
町
地
域
に
新
設

投
票
所

鴎
＝
＝
＝
Ξ
＝
＝
＝
Ξ
＝
＝
＝
＝
＝
Ξ
＝
＝
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
＝
Ξ
Ξ
＝
＝

北
村
裕
一
ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

＝
木
幡
北
畠
1
8
の
ｃ
5

健康の

コーナー

｜｜ｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｍｉｉｉｉ

3
4
”
”

この恥こ掲技するお子さん（52年10月生

まれ）を募集しています。市役所文書広

報ｍにご述絡ください。多数の場合は抽

送します。（保健衛生課）

月日｜－一一一一

10．121

53年6月生

〇
投
票
所
＝
明
星
集
会
所

Ｏ
該
当
地
颯
＝
明
星
町
全
城
、
菟

這
山
田
全
颯
、
岡
谷
一
部
（
1

の
1
、
1
の
2
以
外
の
区
颯
）

妙
見
一
部
（
5
の
1
、
6
、
8

9
、
9
の
1
、
9
の
2
、
1
0
の

‘
一
＜
Ｃ
Ｔ
＞

ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

母
子
手
帳
は
必
ず
お
持
ち
下
さ
い
。

● － ・ ｌ 皿 － － Ｊ － ・ ■ ㎜

’

Ｉ

ｊ

－

19

26

3ヵ月ｐ．

健康診査

6ヵ月児～満ｉヵ月
－ － ■ － － － ■ Ｉ ・ ・ － ・

52年3月生ヨ
50年10月生

1

宇治保健所＼

出

ｒ
‐
1
1
1
一

宇治保健所

・・－・－■Ｗ〃－－

9
1
1
1
9
一
1
3
2

1
、
1
2
の
4
、
1
2
の
6
、
1
5
、

1
6
、
1
7
の
1
、
2
0
の
2
、
2
1
、

2
1
の
1
、
2
1
の
4
、
2
4
の
1
、

2
4
の
3
、
2
5
、
2
6
、
2
7
の
1
、

2
7
の
2
、
3
3
～
3
6
、
3
7
の
1
5
～

3
7
の
一
1
7
、
3
8
の
1
、
3
8
の
2
、

4
0
の
2
、
4
1
の
1
、
4
3
の
1
、

ｒ
ｉ
5
5
）
志
津
川
西
山
田
全
篇

西
山
一
部
（
1
の
1
、
2
の
1

3
の
6
、
4
の
1
）

（
選
挙
管
理
委
員
会
）

旧
軍
人
に

一
時
恩
給

火
魔
に

備
え
る

1歳児～3歳児3階市民会館17

妊婦

Ｊ
。

前
後

希望者

希望者

20－

27 惚届宣
11

18

25

12－

26

開公民館

川東公民館一神明公民館

市役所保健衛生課

自動車文庫（10月分）

一 一 一

駐車場所

元茶工場

竹久商店横広場
明星集会所前
ユニチカ社宅横

駐車時間一一一－
9．40～10．10

10．30～11．00
11．10～12．00
14．00～14．40

地区日

釧
白
志
明
蔭

認

の
在
職
期
間
を
含
め
て
退
職
年
金
等

ｍ
け
て
い
る
人
は
除
か
れ
ま
す
。

な
お
、
本
人
が
死
亡
し
て
お
ら
れ

る
場
合
、
遺
族
の
方
が
請
求
で
き
る

倉10．00～10．50小倉幼稚園横広場ヶ原14．00～14．50緑ヶ原児童公園憲

大久保10．00～10．50西大久保11．00～11．50

平盛14，00～14．50

瀾

一間

開10．00～10．50開公民館前伊勢田11．10～12．00伊勢田神社境内

広野集会所前大開小Ａｎ

氏宅神明公民館横一一一一

ユニチカ社宅前一丁目横広場．

10．00～10．50
11．10～11．50

14．00～14．50

屁

明

奨

神

粟一

瀾

場
合
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、

社
会
課
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

（
社
会
課
）

3
ヵ
月
児
健
診
・
1
歳
6
ヵ
月
児
健
診

新
し
く
ス
タ
ー
ト

こ
れ
ま
で
、
三
・
四
ヵ
月
児
教
室

と
お
艇
生
日
の
健
診
と
し
て
一
歳
児

健
診
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
を
改
め
て
、
今
月
か
ら
三
ヵ
月
児

と
一
歳
六
ヵ
月
児
を
対
象
に
健
診
を

00～12．
－
30～15．

－
00～12．
－
30～15．

血液か不足していま

す。

みなさんのご協力を

お願いします。

黄柴病院

三和ｍｍ工業

㎜．・－・－－－－17粟村金属工業

母親教

27

■・－－－■－・－－－－●・■・－■㎜．・■四”10．11

ｉｆｉｌＥ

＿

ｆｆｌ畔

／Ｔ

Ｉ

健康相談日卜皿｛｝

献血デー

レ10ゾ1

20

狂犬病予防注射日程
行
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
時
期
は
、
子
ど
も
の

発
達
に
と
っ
て
大
切
な
ふ
し
に
あ
た

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
で
は
、
三
ヵ

月
児
健
診
と
一
歳
六
ヵ
月
児
健
診
を

新
し
く
ス
タ
Ｌ
す
る
こ
と
に
し
た

も
の
で
す
。

20日野神10．00～10．40
（金）南陵町11．00～11．50

24日六地蔵9．50～10．40木幡小裏門前

（火）木幡10．50～11．30木幡公混箭

岡屋14．00～14．50岡屋小学校前－

25日黄業10．00～10．50平野町児童公園（水）福角11．10～12．00福角公園前

対
ま
の
子
ど
も
に
は
通
知
し
ま
す

の
で
、
心
身
と
も
に
健
康
な
子
μ
石

に
育
て
る
た
め
、
ぜ
ひ
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
日
程
は
、
毎
月

健
康
の
＝
Ｉ
ナ
ー
の
欄
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

（
保
健
衛
生
課
）

■
―
↓
¶
―
¶
1
！
1
1
1
1
－
Ｉ
Ｉ

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

▽
バ
レ
ー
ポ
ー
ル

。
ｃ
月
3
日
（
火
）
午
後
7
時
半
か

ら
9
時
半
ま
で
。
西
小
倉
小
学
校

○
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
上
靴
を

持
っ
て
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

狂
犬
病
予
防
接
種

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

千
百
五
十
円
で
す
。
春
に
注
射
を
受

け
て
い
な
い
犬
は
千
四
百
五
十
円
で

す
。
な
お
、
不
用
な
犬
・
ネ
コ
は
毎

週
月
曜
日
の
午
前
中
に
保
健
所
へ
連

れ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

さ
い
。

山10．00～10．50岡谷11．10～11，40

蔵山14．00～14．50

南
広
御

蘭

●・市史を学ぶ会…1Ｑ月9日と23日の午後1時半から

市民会館図書室で。

（
社
会
教
育
課
）

水
道
公
認
業
者

の
指
定
受
付

〔
犬
の
巡
回
引
取
り
〕

月日ｗ）ｉ

2日（月）

313（火）

峙間

9．30～11．50

13．00～13．3013．50～14．30－

・・－9．30～11．50

13．00～14．ＵＯ14．15～15．Ｏｕ

9．30～11．50
13．00～14．50
9．30～10．40

11．00～11．50
13．00～14．50

場所－－－－●－－－－・大力土地事務所

北木＊ｉ渠会所

南木幡渠会所ａ㎜㎜㎜㎜「ｉ－Ｊｒｒ㎜－→束宇治中学校

菟道公民館

明星集公所－－－一一－・神明公民館

問公民館－ｗ皿●●－－－－〃緑ヶ原渠会所

伊勢田神社

西小倉渠会所

9¶■ｉ＝＝－㎜■＝遅遅■志津川元公会堂前

槙島農協前

東目川公民館

紫ヶ丘公民館

遊田束集会所

4日（水丿

5日（木）

6口（金）

9日（月）

9．30～10．10

10．30～11．10

11．30～11．50

13．00～14．00

ｉ4．ｉ；ｏ～15．20－一一一一一

9．30～ｌｌ．ｉ50

13．00～14．20

9．30～10．30

10．50～11．50

13．00～14．10

14．30～15．00－・

7－－－’9．30～11．50

13．ＯＵ～13．50

14．10～15．20・一一

9．30～10．00

10．20～11．5ｔ

木幡公民館

福角センター裏

瀾
広野公民館

南陵集会所小倉公民館

小倉山際集会所

12日（木）

広野集会所（大久保小前）

大久保大成湯前日椋公会堂

圖
善法集会所
宇治保健所

瀾 10．00～16．00炭山・笠取・ニノ尾池ノ尾

注射済票300円

合計1，450円

料金…注射手数料850円

登録料300円

。が？悩ｙＺここにで霧れ7゛・、’｀

儡花喜造園
京都府知事

登録業者

駐車場完備

653

そよかぜ号巡回日程



第463号 ａ宇 治市政 すごより 1978年（昭和53年） 10月1日発行（4）

3
1
火
一
心
配
ご
と
相
談
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
1
3
時
？
1
5
時
）

■
こ
の
ほ
か
、
市
政
相
談
と
消
費
苦
情
相
談
は
市
役
所
で
、
教
育
相

談
は
教
育
委
員
会
で
、
日
曜
日
を
除
く
毎
日
受
付
。

家
庭
児
童
相
談
は
月
～
金
曜
日
の
1
0
時
7
1
6
時
、
宇
治
福
祉
園
内

で
、
ま
た
高
齢
者
職
業
相
談
は
毎
週
火
・
木
曜
日
の
1
0
時
？
1
6
時

宇
治
橋
通
り
分
庁
舎
内
で
行
い
ま
す
。

Λ
相
談
メ
モ
▽

一
高
齢
者
職
業
相
談
定
年
退
職
さ
れ
た
人
や
高
齢
者
の
人
で
再
就

職
を
ご
希
望
の
方
は
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
毎
週
火
・
木
曜

日
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
分
庁
舎
（
宇
治
橋
通
り
）
で

就
職
促
進
指
導
官
か
相
談
に
の
り
ま
す
。
な
お
社
会
福
祉
協
議
会

で
も
毎
月
第
三
木
曜
日
に
高
齢
者
職
業
相
談
を
開
い
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

り
乙

Ｗ

３

４

５

６

７

～

2
9
日
一

－3
0
月

2
8

土
結

婚

相
談
（
川
東
公
民
館

宇
治
市
民
憲
章
か
ら

2
7
金

2
6
木

2
5
水

2
4
火

―
―
－
Ｉ
－
－
｜
―
－
－
１
１
ｔ
－
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
1
1
1
1
1

談
諮
盤
鉛
骸
ｒ
鰍
乱
曹
軋

）

1
1
1
1
－
ｉ
－
１
１
‐
－
－
－
－
1
1
1
1
ｔ
１
１
－
―
－
－
－
－
－
ｌ
ｌ
―
－
－

－
ｌ
↑
ｉ
ｔ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
Ｉ
Ｉ
－
■
－
－
―
―
■
1
1
1
1
1
1
1
L
4
‐
―
－
－
１
－
・
ｌ
ｌ
―
Ｉ
－
・
－
ｉ
■
■
―

四
時
鴫
皿
顛
翻
謡
‰
１
ブ
）

ｌ
ｄ
－
－
－
―
・
Ｉ
Ｉ
－
―
Ｉ
■
－
Ｉ
Ｆ
Ｉ
ｉ
－
－
－
―
―

市役所清掃課

2
0

３｝］南
大雪

｝
一
―

一
万

５
６
２
一
２

2
7

乱
一
尖

遥石
″飴四山仇

匈
町
詮
昌

一一 一

□出軸山丸宍″
心″

Ｓ

り匹

の
域
卜

中
全
ウ

訳
収
４

ヶ
田
力

ａ
ぶ

λ
λ
勢

盛
田
伊

平
蔭
”

’
筋

椋
田
道

且
成
国

’
新
の

原
’
南

田
荒
以

゛
の
□

山
中
田

ノ
新
勢

上
’
伊

の
荒
ぐ

東
の
町

以
中
田

鉄
’
勢

近
田
伊

鮒″廠
』
漂

兄赫ま
倉
勢

ロ
小
伊

八ｙ 一

戮
で
冶
一

い
こ
々

Ｅ
竺
露

鋸
竺
応

変
≒
い
Ｊ

昌
甦
陥
四

芯
一
Ξ

忠
尻
二
心
一
道
拡

善
里
ユ
熊
界
番

蕊
∃

3
1
八

１
１
“
一
1
2 1

1

一
岡
：

‰
″

二
万

こ
回

竺
説
５
)
５
３
３
:

絞
難

鸚
離

詔
Ｆ
数

。
て

1
3

ｙ

７１

８１

９１

匹
か

四
皆

即ぷ
こ

り
り
西

通
よ
以

盈偏
心

幌
晶

Ｇ
Ｊ
％

町
山
保
山

惣
診

謐
以

北
町
’
鳳

私
邸
掬

大
の
゛
’
山

魏
戦

路
Ｊ
ゴ

ヅ

Ｓ
.
ｄ ｉ

ａ
皿
″
厘

毛
国
３
ノ
槙
治

雷
言
匹

惣
器
詰
皿

2
3
月

青
少
年
相
談

（
市
民
会
館
1
3
時
～
1
6
時
）

－

Ｉ

ｒ

ｆ

；

Ｉ

Ｉ

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

高
齢
者
職
業
相
談
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
1
0
時
？
1
5
時
）

1
9
木

一
深

律
相
談
（
市
民
会
館
1
3
時
～
1
5
時
）

一
行
政
相
談
所
（
消
防
署
三
階
大
会
議
室
1
0
時
1
1
5
時
）

ｌ
ｊ
ｉ
‐
ｊ
・
上
…
…
…
‐
－
・
’
－
・
1
1
1
1
1
1
”
・
’
‐
ｉ
ｌ
ｌ
‐
‐
‐
”
‐
‘
‐
‐
’

2
0
金
一

－

・

；

‘

』

・

・

－

・

－

精
神
薄
弱
者
相
談

（
市
民
会
館
1
3
時
？
1
6
時
）

Ｉ
Ｉ
Ｉ

1
6
月

―
‐
－
‐

1
7
火

心
配
ご
と
相
談

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
1
3
時
？
1
5
時
）

1
1
1
1
1
1

－

：

Ｉ

Ｉ

！

－

¶

－

Ｉ

－

・

―

‐

1
4
土

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館

1
3
時
～
1
5
時
）

1
3
金

‐

・

－

』

－

‐

Ｅ

ｒ

ｌ

1
2
木

法
律
相
談
（
市
民
会
館

1
3
時
～
1
5
時
）

１
１

一
－

９
月

８

７
土

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

ｇ
Ｖ ５

木

人
権
相
談
（
川
東
公
民
館

1
0
時
1
1
5
時
）

４
水

３
火
・

心
配
ご
と
相
談
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
1
3
時
1
1
5
時
）

り
＆

１

1
0
月
の
相
談
カ
レ
ン
ダ
ー

城南衛生管理組合

くみもれの場合は

連絡を

いさだく談Ｊに軽気お

?
乱

無
一

日一

部業事材木てつとにたなあ

が報情るあ
／
゛

すまれら得

り一
一

一

’
－

｀
一

題業
匹

産
一

烏田
｝

一一一

1

1

1

1

1

1

j

l

－

Ｉ

フ

ー

↑

Ｉ

Ｉ

ｊ

１

７

１

－

－

―

↑

－

Ｉ

‐

ｉ

ｌ

－

－

－

―

…

１

‐
‐
1
1
1
j
j
‐
；

－

ふ

Ｉ

―

ｊ

―

―

■

1

1

1

1

－
―
ｉ
』
ｊ
ｉ
：
ｌ
ｉ
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
・
‘
―

ｒ
１
１
１
－
―
－
－
1
1
1
1

す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

もえないゴミ収集日

程表

し尿収集日程表

』－－－－－－－

ＩＩ

一一一一Ｉ

一一一

一

」

一一一一一一一一

｛

一

一

一一一

一

一一｀一一一一一■

－

－
・
―
－
－
－

ｌ
ｌ
ｉ
・
‐
’
－
－
・
－
・

‐

‐

‐

－

－

ｔ

－

1
1
1
1
・
‐
‐
―

‐

－

－

―

－

－

－
1
1
1
1
1

－

－

－

－

－

―

ｉ

－

Ｉ

Ｉ

－

１

１

１

－

・

－

―

－

Ｉ

‐
Ｉ
‐
―
ｌ
・
―
－
－
・
‐

―
－
！
－
‐
―
－
ｆ
・
ｌ
ｔ

－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
‐
‐
・
－
－
－
－
・
‐
‐
‐
・

一
。
‐
‐
―
’
｀

－

’

1

1

1

‐

－

１

１

－

‐

ｊ

‐

－

一

Ｉ

』

Ｉ

一

－

－

－

－

－

ｒ

―

』

一

一

Ｆ

－

－

Ｉ

―

－

１

１

‐

１

一

■

一

｀

一

ｄ

一

‰

｀

－

社会式

‥

株業産島田一一
。

一●
‥

●
。

一●
‐

●
。

一
‐

す指目をりくづいま住いる明

Ｚ
【一一

ヽ

一一
―

一一一

ｉ

‐

―

・

‐

‐

‐

・

‐

－

－

‐

・

‐

”

・

ｉ

ｔ

！

・

Ｉ

『

ｉ

’

！

！

－

・

－

■

－
ｒ
１
１

－
‐

‐

－

・

―

654


	page1
	page2
	page3
	page4

